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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様連絡事項＞

・片石　信悦様～腰痛訴えありアスモロール100g処方となっています。

・中居　松男様～主治医指示にて療養環境変更目的のため30→27号室へ部屋移動となって

います。
・赤坂　順市様～同室患者様とのトラブルが昨晩あった為主治医指示にてトラブル回避の為、27→30号室へ部屋移動となっています。

＜注目患者様ケース検討＞
・横山　耕生様～昨日は「帰ります」と具体的な理由を話す事無く各プログラム途中退席されています。プログラム中の電話要求頻回に聞かれ、再三の説明で了承されています。21:00就床されますが、2:10には覚醒し以後不眠にて経過しています。本日は拒否なく最後までSSTに参加する事出来ていますが、眠気強く「いつもこの時間は、寝ているんで」と話されスタッフからの再三の声掛け要しています。今後も日課・プログラムの取り組み状況の観察、睡眠状況の観察も行っていきましょう。

・佐々木　康子様～夜間良眠されています。本日は不調の訴え・被害的発言は聞かれず、他者との交流みられ落ち着き過ごされています。自分から何かを訴えてくる事がほとんどない患者様ですので、信頼関係を作り、本人の訴えやすい環境を作っていきましょう。

・大橋　照子様～本日ＳＳＴを一時的に拒否されており、スタッフに対して口調強め話されている事あります。服薬に対しての拒否はありません。引き続き服薬・日課取り組み状況を観察していきながら、本人の訴えを確認していきましょう。

・赤坂　順一様～今朝「市民病院に退院させてください」との訴えあり、理由を尋ねると「同室者の粗暴的態度があり、夜間休めない」と話されています。主治医指示にて同室者とのトラブル回避目的の為、本日27号室から30号室に部屋移動を行なっています。

・藤井　崇史様～今朝同室者様からの訴えがあり、粗暴行為について確認しています。「暴力は行ってないが、胸倉を掴みそうになった。口をぺちゃぺちゃさせて、うるさくて、気になってしまった」と話されています。

スタッフより、暴力はよく無い事説明され「わかりました、すみません」と返されています。今後も粗暴行為の可能性が十分に考えられるため、表情の硬さは無いか、普段との行動に違いは無いか等、精神症状の観察を行なっていきましょう。

＜高橋MNS受け持ち患者様　NPC評価＞

・市川　真紀子様

♯1妄想や幻聴が強く、現実的なものの捉え方が出来ず、日常生活に支障をきたしている。

O-P①会話の内容

　　　②表情の硬さの有無

　　　③落ち着きのなさの有無

　　　④口調の強さの有無

　　　⑤他者との交流の有無

　　　⑥日常生活の様子

TE-P①話しを傾聴する

　　　②否定せず、肯定しない

　　　③話しを聞く時、マンツーマンでゆっくり話しをする

　　　④意味不明な単語が出てきた場合は、とりあえず傾聴する

　　　⑤日常生活に明らかに支障が出ている場合は、本人へ「いつもと違うようだ」と声掛け行い、

さりげなく現実検討を行なう

（検討内容）

妄想による支配が強く促すが出来ない状態でいる。主治医へ情報提供し早急に対応していき

ます。また、体重が増加傾向にある為、肥満についてのプランも作成していきます。

・西川　和恵様

♯1不穏行動による自傷・他害の恐れがある

O-P①表情の硬さの有無

②廊下を走る等の突発的な行動の有無

③所在場所の把握

④自傷行為の有無

⑤不穏行動の有無

⑥面会後の様子

T-P①所在の確認を行う

②不穏時は、主治医に報告し対応

E－P

1 希死的発言がある時は、行動化しないように対応。

（検討内容）

突然走り出す等、不穏に近い行動は続いている。今後も継続の必要性あるが

プランの見直しも必要と思われる。

♯2 セルフケアを自発的に行う事が出来ずにいる

O-P①歯磨き・洗面が自主的に行なえているか

②入浴時の様子

③更衣をきちんと行なえているか

TE-P①講習がある場合は、歯磨きを促す

2 きちんと出来ていない場合は、スタッフと一緒に行なう。

（検討内容）
セルフケアを自主的に行う事はほとんど無い為、今後も継続していく

が、プランの具体性が乏しい為、見直しの必要あり。

